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　　　戦争と平和
私たちは放射能を忘れたがっている。その弱み
につけこみ、日本政府は「原発事故は終わった。
あとは経済復興、オリンピック！」と煽り立てる。
しかし、放射能は忘れさせてくれない、原発事
故を簡単に終りにはさせてくれない。
非日常の非人間的現象の３．１１ショックから立
ち直り、正気に帰るための問い直しが不可欠。

２０１９．６．８　静岡市
柳原　敏夫
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自己紹介：“知は誰のものか”
２００２．７．１４ＮＨＫスペ「変革の世紀」３回

• 第１回国家を超える市民パワー～国際政治に
挑むＮＧＯ～

• 第２回情報革命が組織を変える～崩れゆくピラ
ミッド組織～

• 第３回　“知”は誰のものか～インターネット時代
の大論争～　－＞ＨＰ

• インターネット大討論～変革の時代を生きる～
• 第４回見えない脅威
• 第５回社会を変える新たな主役
• 最終回 2002年日本　未来社会への挑戦
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知は誰のものか
•国家のもの
•知識人のもの
•市民のもの

もし「知は市民のもの」としたら、当然のこと、
知を独占する国家も知識人も、市民に知を
公開し、説明する責任がある。

しかし、彼らはその説明責任を果しているか。
果していない場合、彼らは売民奴である。
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被ばくと小児甲状腺がんの関係

2019年６月３日、

福島県の見解
（6月1日東京新聞）
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公開資料：市町村別UNSCEAR推計甲状腺吸
収線量と悪性ないし悪性疑い発見率との関連

*** オッズ比は<20mGy 群を対照としたロジスティック
回帰分析により算出。(2頁と3頁の注)
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現代統計学(推測統計)の基本
御用学者ではない、まともな統計学者は言う
『仮説を棄却できない』とは『仮説とその反対命
題のどちらが正しいとも正しくないとも言えない』
の意味である。『仮説が正しい』とするのは検定
の誤用(←御用学者の統計不正)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲尾泰俊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「推定と検定」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1978年）
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若手俊英の久保拓弥北大助教
「データ解析のための統計モデリング入門」(2012年)
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関連問題：従来のリスク評価の誤用

危険が検出されない以上、安全が確認。

　　　　　　　　　　↑

しかし！危険が検出されないことと安全
が確認とは別。後者は「白だ」に対し、

前者は単に「黒ではない」、つまり、

「白かグレーのいずれか」、つまり、

危険かもしれない。←論理のごまかし
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狂牛病のリスク評価(2019.5.18)
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「危険が検出されない限り」の問題

• 「グレー」を指摘する者に対し、復興を妨げ
る「風評被害」と非難。

• 「危険の検出」作業をボイコット。
県民健康調査の甲状腺検査縮小問題
血液検査
死体解剖（病理解剖）

• 「危険の検出」情報の隠蔽
福島県県民健康調査の経過観察問題
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エドワード・サイード(1935～2003)

「現代の知識人は専門家ではなく、アマチュ
アたるべきである。そして機知とユーモアで
ずけずけ物を言い、絶えず移動する遊牧民
である。」（知識人とはなにか）
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知識人のお手本①
「人間よ昆虫に学べ」

香川照之「昆虫すごいぜ！」(Ｅテレ)
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オニヤンマの時速７０キロ飛行で
獲物を捕獲する、を体感
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知識人のお手本②
１９６４年の三島・沼津「石油コンビナー
ト反対」の市民運動、沼津工業高校の教
師たち
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三島・沼津市民運動がもたらしたもの
◆成果：ひとつの市民立法(1967年)
《市民運動の成功は、企業や政府を震撼させた。
このまま公害に無策では地域開発＝経済成長
政策が挫折することを恐れた政府は、世界で初
めて総合的な公害対策基本法を制定した。》
　　　　　　　　　宮本憲一「日本の公害の歴史的教訓」
◆限界と課題
ただし、経済界の圧力で、命・健康は経済成長
を阻害しない限りで守られるという例の「調和条
項」が導入。この撤廃が市民運動の次の課題。
－＞３年後の公害国会＝もうひとつの市民立法
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知識人のお手本③
東京都公害防止条例制定に尽力した「７人
の侍」のひとり、戒能道孝(1908～1975)
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「七人の侍」とは何か

《1963年7月、都留が理事を務めていた
財団法人統計研究会の中に公害研究
委員会が発足した。委員長は都留重人、
委員は‥‥宮本憲一‥‥戒能通孝‥
が担当した。当時公害に関心を持った研
究者は、これだけしかおらず、「七人の
侍」と呼ばれた。》
　宮本憲一「日本の公害の歴史的教訓」より
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異能の法学者 戒能通孝

明治以来の法学教育の本質を喝破：

「拒絶法学」を叩き込むことにある。

1964年、象牙の塔（都立大教授）を去り、
野に下る→岩手小繋事件農民弁護人。
静岡の金嬉老事件弁護団長。
1969年、美濃部都知事の要請を受け、
公害研究所初代所長に就任。
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50年前、四日市・死の海と闘った
公害Ｇメン田尻宗昭の言葉

「公害は現代最高の犯罪だ」
（岩波新書「四日市・死の海と闘う」１９８頁）
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その田尻宗昭（1928～1990）が
もし今生きていたら、
こう言ったにちがいない。

「放射能災害は現代最高の犯罪だ、
そこでは最高の情報隠蔽とペテンと
マインドコントロールが駆使され、殺
人という最悪の犯罪が合法化・正当
化されている」
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3月28日、保養団体からのメール
保養中です。昨夜参加者のお母さんから、昨
年11月、12月、2月といわき市の小中学生が
突然亡くなったと聞きました。かなり何かが
起こっているのかもしれません。
　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　医療従事者の感想
「推測ですが、心疾患ではないかと思っています。
既ににガンに先行して心臓、腎臓などの泌尿器系
に影響が出ていると考えられ、多分、福島、北関東
一帯は個々人では、WBC（内部被ばく検査）レベル
でもキロあたり10ベクレルは超えていると思います。
緊急事態は継続しています。」
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続報（死亡）

2018年11月 小学校4年生 　女児 脳腫瘍

　　　　12月 私立中学校1年 女児　心臓疾患

2019年 2月 上記小学校PTA 父親（37歳）

2月 中学校3年生 男児　心不全

　　　　　3月 子ども1名　死亡
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ＩＡＥＡブリックス事務局長

チェルノブイリ原発事故直後に、こう宣言。

チェルノブイリのような事故が毎年起こっ
ても我々はびくともしない、と。
（チェルトコフ「チェルノブイリの犯罪」（上巻）１９４頁
ネステレンコの証言）
　　　　　　　　　　　　↑
なぜ、そう宣言できたのか？
→現代の科学水準が放射能災害に追いつか
ない低い水準、をもっけの幸いと開き直った。
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2001年、ＩＡＥＡとＷＨＯ主催の
キエフ国際会議におけるＩＡＥＡ代表（Ａ．
ゴンザレス）の発言　「真実はどこに」より
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ＩＡＥＡ代表（Ａ．ゴンザレス）の発言
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我々は現在何を知っているのか？
実は新たな情報など何も無いのです。

ここで賞金100万ドル級の難問を一つ。
予想できない影響は測定もできないのに、本
当にあると言えるのか。

よくある質問です。

私の回答はこうです。
これは解決不能な科学認識論の問題で、直
接理解する術はない。
私達は知らないのです。 「真実はどこに」
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「私達は何も知らないのです」

正確に言い直すと、
原子力ムラが誇る、現在の科学技術水準は、
放射能の危険性を察知するには、余りにも
低すぎて使い物にならないのです。
であれば、放射能の利用に謙虚になるべき。
しかし、ここで彼らの態度は、おそるべし、

無知の強みの１００％開き直り
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「無知の強みの１００％開き直り」
これに、全体主義体制下で前代
未聞の果敢な抵抗をした科学者

ワシリー・ネステレンコ
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「ノーベル文学賞作家　アレクシエービッチの旅路」
（2017年2月NHKBS1スペシャル）
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ネステレンコの功績

火災が止まらず、このままでは大爆発に
より、ヨーロッパ全土を人が住めない土地
に帰するほどの大惨事になる可能性が
あった。この悲劇を防いだ。
　　　　　　　　　　　　　　　

事故直後のチェルノブイリ上空をヘリで飛
び、原子炉の土台の下に液体窒素を注
入すれば大惨事を防げると突き止めた。
　　　　　　　　　チェルトコフ「チェルノブイリの犯罪」上187頁
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ネステレンコに対する恩賞
それまでの所長の地位解任とＫＧＢ
による二度の暗殺計画。
理由は、「パニックを煽るろくでなし」
と警告された（※）にもかかわらず、
放射能を感知する器官を持たない汚
染地の住民たちが無防備なまま取り
残されているのに対し、彼らの保護
を訴え続けたから。
（※）30年後、「風評被害払拭」と洗練された。



34

日本政府は私たちより「５００倍
もチェルノブイリから学んでいる」
《日本政府の学び》
・毎年、福島原発事故が起きてもびくともしない。
　→避難計画不備でも再稼動ＯＫ

・いくら健康被害が発生しても「私たちは何も知
らない、語れない」。　　にもかかわらず、敢えて
・ネステレンコのように語る者には「パニックを
煽るろくでなし」（より洗練「風評払拭」）と非難。
　→「美味しんぼ」の鼻血騒動（2014年5月）　
　　復興大臣の風評払拭指示（2017年12月）
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「継続してやるぞ」と彼らの不退転の決意表明
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理性のつぶやきはやむことがない

国難を言い続ける菅谷昭松本市長。

「原発事故と甲状腺がん」（2013年５月）の帯
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ウクライナ政府報告書（2011年4月）
「チェルノブイリ事故から25年未来に向けての安全」

　　　　　　　　　　　2011年４月
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第３章　チェルノブイリ惨事の放射線
学的・医学的結果

第４節　人々の健康に対するチェルノブ
イリ惨事の複雑な要因の影響
3.4.1 神経精神医学的影響
3.4.2 循環器系疾患
3.4.3 気管支肺系統疾患
3.4.4 消化器系疾患
3.4.5 血液学的影響
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ユーリ・バンダジェフスキー

1997年に死亡したベラルーシ市民の病理解剖

以下、死亡者の臓器中のセシウム137の濃度。
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歴史（チェルノブイリ・公害）の教訓
国難において、国家はウソをつく、犯罪を犯す。
公害は現代最高の犯罪だ（田尻宗昭）。
　　　　　　

ネステレンコ、バンダジェフスキーのように、
現場にどんな悲劇があっても、一人一人の市
民がその生死をかけて立ち上がらなければ何
も生まれない（田尻宗昭）。

その１つが、市民立法「チェルノブイリ法日本
版」への挑戦。
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１９６８年　海上保安庁Gメンとして四日市着任
１９７３年　東京都公害局に転職。　
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「希望の扉」の実例
チェルノブイリ法：内容＆出自
•チェルノブイリ法とは、
チェルノブイリ原発事故後、被ばくによる健康被害が
激増した５年目に被害者の要求を受けて１９９１年、
世界標準といわれる住民避難基準を定めた法律が
ソ連で制定、ソ連崩壊後３国（ウクライナ、ベラルーシ、
ロシア）に引き継がれた。
原子力事故から住民及び原発労働者の命と健康を
守るための、いわば原子力事故に関する世界最初
の人権宣言。
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生井兵治（1938～2017）
育種学専攻の研究者

（2011年６月24日の集団疎開裁判申立、左端）
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生井兵治の言葉ー自然選択ー

自然界では、環境に最も適したものだけ
が生き残って子孫を残しうる、その反面、
環境に適応するのに失敗したものは絶
滅する運命にある。これが自然界の掟
（＝自然選択）。

生物の歴史とは、勝ち組の進化の歴史
だけでなく、（環境に適応できなかった
無数の）生物の絶滅の歴史のこと。
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３．１１後の自然選択

３．１１後も自然界の掟「自然選択」は容
赦なく貫徹される。
→「３１１後の環境に適応」するとは何か。
それは、福島県の自治体の首長、幹部
たちが自ら示している。彼らは我が子・
我が孫を救済するために県外避難。
「３１１後の放射能汚染の環境に適応」
するとは、避難する（逃げる）しかない。
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育てる会2018年度活動報告
「もう１つのメガネは可能だ」
３．１１以後の現実を認識するメガネ。
このメガネをかけた時、視えてくるのは
「原発事故は二度発生する」
一度目は「自然と人間の関係」の中で、
過酷事故（惨劇）として。
しかし、一度では終わらず、二度発生。
二度目は「人間と人間の関係」の中で、
犯罪として発生。
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原発事故は二度発生する。
２度目の「人間と人間の関係」

　　　→「あべこべ」の事態の発生。
◆子どもの命・人権を守るはずの者が「日本最大の
児童虐待・最悪のいじめ」の張本人に。
◆加害者が救済者のつらをして、命の「復興」は言わ
ずに、経済「復興」に狂騒。
◆被害者は「助けてくれ」という声すらあげられず、
経済的「復興」の妨害者として迫害され、
密猟者が狩場の番人を、盗人が警察官を演じている。
狂気が正気の振りをし、正気が狂気扱いされている。
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私たちの願い
至ってシンプル

◆「全てがあべこべ」の「見えない廃墟」と
いう未曾有の異常事態をただしたい、正常
に戻したい。

◆開き直って異常事態を突き進むこの国を
正気に戻したい。

◆放射能災害において「命こそ宝」という大
原則を取り戻したい。
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「チェルノブイリの祈り」の反復
全てが「あべこべの世界」：加害者が「経済復興」と
叫んで堂々と開き直り、被害者は「助けてくれ」と
いう声すら上げられず窮地に追いやられる。その
中で、以下の「苦悩という避難場所」が反復。
「人々はチェルノブイリのことは誰もが忘れたがっ
ています。最初は、チェルノブイリに勝つことがで
きると思われていた。ところが、それが無意味な試
みだと分かると、今度は口を閉ざしてしまったので
す‥‥ベラルーシの歴史は苦悩の歴史です。苦
悩は私たちの避難場所です。信仰です。私たちは
苦悩の催眠術にかかっている。‥‥何度もこんな
気がしました。これは未来のことを書き記している」
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私たちの願い
一言で言うと「正しく怒りたい」

◆「避けられない苦難に対する哀れみ」を、
「避けられた無用な被ばくと不必要な苦難
に対する憤り」に戻したい。

◆二度目の原発事故により人々から命、健
康、暮しを奪い去った犯罪に対し、奪われ
た命、健康、暮しを取り戻したい。

◆理不尽な「あべこべ」を元に戻したい。



51

いかにしたら私たちの願いが
実現されるか

問題は、日本社会が持ちうる最悪の要素の全
てを露呈した３・１１以後の「全てがあべこべ」
の暗黒時代に，それは可能か。
可能だとして、いかにして可能か。
　　　　　　　　　　　↓
可能である。その可能性の中心は、
「もうひとつのあべこべ」
にある。
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「もう一つのあべこべ」とは
３・１１以後に出現した「あべこべ」は生半可なものでな
く、悪のあべこべだけでなく、政治を一握りの職業的専
門家にお任せする「お任せ民主主義」から、アマチュア
の市民が自ら統治する市民主導の参加型民主主義に
交代する「もう１つのあべこべ」をも生み出した。
《職業的専門家とアマチュアのあべこべの時代》
をもたらし、３・１１まで劇場の観客にすぎなかった市民
が、３・１１以後、みずから舞台に上り、政治、経済、科
学技術、文化で発言するようになり、主役となろうとし
た。ここに、市民主導で原子力災害から市民を守る立
法＝市民立法の可能性の中心がある。
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エドワード・サイード(1935～2003)

「現代の知識人は専門家ではなく、アマチュア
たるべきである。そして機知とユーモアでずけ
ずけ物を言い、絶えず移動する遊牧民であ
る。」（知識人とはなにか）
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誕生間もない「もう一つのあべこ
べ」をどうやって育てるか。

過去に、公式の日本史に載らない、「市民立
法」を実現してきた「希望の扉」が我が国に
存在してきた、それも至るところに。
その「希望の扉」を全て探し出し、扉を開け、
希望の泉を汲み出し、芽をふいたばかりの
私たちの取組みに注ぎ込む。
それをしないうちは、私たちはミセン（未だ生
きず）の中にいる。
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「希望の扉」の実例１
漠然と憧れるのでも期待するのではなく、
明確なビジョンを持つことを説いた人々。

《私の挑戦は平和が実際に何を意味するの
か定義し直すことです。平和は歌を歌って願
うものではありません平和は愛らしく描かれ
るハトや虹でもありません‥‥私にとって平
和とは 正義や平等が存在し持続可能な平和
です。世界中で大多数の人が尊厳のある生
活を送れるように十分な資源を手に入れら
れる持続可能な平和です》（ジョディ・ウィリアムズ）
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２０世紀のチコちゃん
ジョディ・ウィリアムズ

1997年、世界最初の市民立法の条約（対人地雷禁止条約）を成
立させた市民団体「地雷禁止国際キャンペーン」のメンバー。
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「希望の扉」の実例２

１９９９年成立した情報公開法

　　　　　　　↓
市民立法、その産声は１９８２年、
誰も知らない山形県金山町の情報
公開条例の制定から始まった。
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市民立法の情報公開条例第１号
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2つ目の小さな芽は半年後の静岡県
1982年7月1日、蒲原町で条例第２号制定
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情報公開法の制定に至るまで
のロードマップ

①「情報公開法を求める市民運動」(市民団体）の結成
　　　　　　↓

②『情報公開権利宣言』と条例モデルの起草　　　　　　
　　　　　　↓

③．②の宣言・モデルを具体化した条例を日本各地で
制定するための条例制定運動と条例の制定　　　　　　
　　↓

④．③の成果を元に、国法の情報公開法の制定
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育てる会、昨年３月に結成集会
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育てる会の今後の取組み

• 日本各地で、条例の市民立法の取組み
に着手。　eｘ．学習会　講演会

• 条例の直接請求の挑戦（三重県伊勢市）

• チェルノブイリ法日本版の原則の作成
　ｃｆ　情報公開八原則（情報公開条例が満
たすべき８つの原則を明らかにした）
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郡山市
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チェルノブイリ法日本版の特徴
◆未曾有の過酷人災に相応しい救済制度を採用
→×事後の個別救済（原爆症や水俣病認定）　
　○事前の一律救済＝予防原則＆平等原則（差
別の禁止）
◆抽象的な理念法（子ども・被災者支援法）では
なく　
→具体法＝行政の裁量の余地ナシ
◆「支援」ではなく「責任」→人権侵害に対する国
家の「責任」として人権救済を定めたもの。　
→行政レベルはむろん、法律でも合理的な理由
なしに支援打切りできない。
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予防原則ってなに？

そんなもの、聞いたこともない！

　　　　　　　　↑

否、聞いたことがないくらい、とっくに、
私たちの生活のすみずみまで行き渡っ
ている。　　 ↓

それを単に、放射能災害にも当てはめ
たのがチェルノブイリ法日本版（次頁以
降参照）。
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既に実行されている予防原則
◆「備えあれば憂いなし」
日本国家を守るために採用している原
理原則を、日本国民を守るためにも採
用すべき。

◆三宅島噴火の全島避難(2000年)。
自然災害から市民を救済するため採用
している原理原則を、人災である放射
能災害からの救済でも採用すべき。
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　　　　　　　　　三宅島噴火
　　　　　　　　　（２０００年）

• 　
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既に実行されている予防原則(続き)
◆学童疎開
外国からの人災(戦争)で市民を救済する
ため採用した原理原則を、国内の人災
（放射能災害）でも採用すべき。

◆福島原発事故で福島の自治体の首長や
幹部は我が子・我が孫を救済するために
予防原則の立場から県外避難を既に実行。
同様に、この原則を福島の一般市民の子
どもにも適用すべき。
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予防原則を明記した
チェルノブイリ法日本版モデル案
第６条（予防的取組方法）
１９９２年のリオデジャネイロ宣言を踏まえ、
放射能災害から伊勢市民の命と健康を救済
するにあたっては、完全な科学的証拠が欠
如していることをもって対策を延期する理由
とはせず、科学的知見の充実に努めながら
対策を講じる方法（以下「予防的取組方法」
という）にのっとり、適切におこなわれなけれ
ばならない。
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チェルノブイリ法の誕生

職業的政治家の手で誕生したので
はなかった。

制定前夜、旧ソ連各地で、市民のデ
モ、労働者のストライキが頻発。

昨年３月にベラルーシから来日した
学校教師のマグリシェフさん曰く、モ
スクワにデモに行った、射殺覚悟で。
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マグリシェフさん
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チェルノブイリ法前夜
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チェルノブイリ法前夜
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おさらい：「希望の扉」の実例
市民立法のために何が必要か？
→「希望の扉」を開き、「過去を変える」必要があ
る。
２０１６年来日したアレクシエービッチさんは言っ
た、「日本には抵抗の文化がない」
しかし、彼女は公式の日本史しか知らない。
私達の過去には輝かしい抵抗の文化＝ 「希望
の扉」があり、それは埋もれている。
私達は「希望の扉」を開き、「過去は変えられる」
こと」を示す必要がある。
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1994年3月2日NHK「歴史発見」
江藤新平、汚職を許さず ? 明治6年・
葬られた政治改革?
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過去は変えられる
江藤新平の偉業：明治５年、司法権の独立を実現
し、行政訴訟を作った。

官吏の汚職を追及、山縣有朋(山城屋事件)、井上
馨(尾去沢銅山事件)で２人を辞職に追込む。木戸
孝允の腹心の京都知事を行政訴訟で提訴。
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６０年前、杉並で始まった水爆
禁止署名運動

１９５４年５月１３日から始まった署名運動、６
月２４日に265,124名（杉並区人口は約39万）。
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原水禁世界大会の開催
杉並の「原水爆禁止」署名運動は全国津々
浦々の町村、職場に広がり、あらゆる市町村
会議で「核実験反対」「核兵器禁止」を決議。
１２月に２０００万名突破。
１９５５年１月、署名運動全国協議会は、８月
６日に広島で世界大会を開くことを決め、３０
００万署名と、１０００万円募金を実現、全国
各地域、職場の代表五千名と、社会体制を
異にする多くの国々からの代表が参加、第１
回原水禁世界大会が８月６日広島で開催。
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世論の高まりは日本政府も動かす
かつて吉田内閣「日米安保条約の建前上、米国の核
実験に協力する」←鳩山首相「原爆禁止に協力する」
と言明。　
１９５６年２月、衆参両院「原水爆実験禁止決議」が採
択、
同年10月「原水爆禁止全国市会議長会議」開催、自
治体ぐるみの運動が各地に広がった。　
１９５５年１月、ウィーンで世界平和評議会の拡大理事
会に原水禁運動の代表安井郁氏が招かれ、「原子戦
争準備反対の訴え」（ウィーン・アピール）が採択。
杉並の主婦のアクションから、核兵器に反対する世界
的な連帯がスタート。
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１９６４年の三島・沼津「石油コン
ビナート反対」の市民運動

三島市ホームページの解説
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三島・沼津「石油コンビナート反
対」の市民運動の成果＆やり方
【成果】①公害対策の性格がそれまでのお役所への
陳情から、民主主義の権利を主張して自治体改革の
市民主導の運動に転換。
②三島市・沼津市の環境を守ったばかりか、日本全
体の環境保全に舵を切る転換となり、日本ばかりか
世界の公害防止のさきがけとなるような、画期的な
法整備を引き出した。
【やり方】地元高校教師らが石油コンビナート進出
の環境影響を調査、大気汚染水汚染の公害の可能性
が判明。住民はこの報告書で公害の学習会を３００
回開催。四日市等現地調査し、その結果、多くの市
民が政府の地域開発計画に反対。
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1969年成立の東京都公害防止条例

①．調和条項が削除され、人間の尊厳をす
べての価値の最上位に置くことを前文で宣
言し、環境保全を最優先。

②．自治体のミッション、存在意義が市民
の健康、快適な生活を守ることが最大の役
割である。
③．このような自治体を支配する主体は、
私達市民である。
→翌年の公害国会の実現に寄与。
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東京都公害防止条例前文から

第一原則　すべて都民は、健康で安全かつ快適な
生活を営む権利を有するものであって、この権利は、
公害によってみだりに侵されてはならない。
第二原則　すべて都民は、他人が健康で安全かつ
快適な生活を営む権利を尊重する義務を負うので
あって、その権利を侵す公害の発生原因となるよう
な自然及び生活環境の破壊行為を行なってはなら
ない。
第三原則　東京都民の自治組織体である東京都
は、都民の健康で安全かつ快適な生活を営む権利
を保障する最大限の義務を負うのであって、この義
務を果たすため、あらゆる手段をつくして公害の防
止と絶滅をはからねばならない。
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前文を掲げた
チェルノブイリ法日本版モデル案

【前　文】
伊勢市民は、全世界の市民が、ひとしく恐怖
と欠乏から免かれ、平和のうちに健やかに
生存する権利を有することを確認し、なにび
とといえども、原子力発電所事故に代表され
る放射能災害から命と健康と生活が保障さ
れる権利をあることをここに宣言し、この条
例を制定する。
他方、‥‥
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１９７０年11月24日から12月18
日の特別国会（公害国会）
①公害対策基本法から調和条項『 経
済の健全な発展との調和が図られ
るようにする 』を削除、環境保全
を最優先とする姿勢に大転換。
②大気汚染防止法の改正や水質汚濁
防止法の制定など、公害問題に関
する１４の法令の抜本的な整備が
行われた。
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おさらい：過去の「希望の扉」の訓え

職業的専門家ではなく、無名の、
無数の市民の連合する力こそ、
最強。　　↓そのためには、
市民は観客ではなく、舞台の主
役に。
◆問題は、市民立法、それはい
かにして始まるか？
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市民立法の始まり

それは　いつも

一人の声、

一人のアクションから始まる。
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対人地雷禁止条約の始まり
1991年、２人の市民（アメリカのボビー・ミュー
ラーさん、ドイツのトーマス・ゲバウアーさん）
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１９６８年　海上保安庁Gメンとして四日市着任
１９７３年　東京都公害局に転職。　
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田尻宗昭の言葉

公害は現代最高の犯罪だ。
　　　　「四日市・死の海と闘う」198頁

現場にどんな悲劇があっても、
たった一人の人間がその生死を
かけて立ち上がらなければ何も
生まれはしない。　　　　　　　　
　　　　　　　　　「羅針盤のない歩み」　はじめに



95

チェルノブイリ法日本版の始まり
それは、２０１７年５月、一人のお母さんの呼
びかけから始まった。
チェルノブイリ法日本版の条例制定を一緒
にやりませんか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

私たちは福島原発事故後、非営利で保養や野菜
支援、三重県への避難者・移住者の支援などを行
なってきました。運営については会発足以来、みな
さまからのご寄付や助成金で行って来ましたが、６
年が経ち、民間にできることは限られたものだと感
じています。
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　しかし原発からまき散らされた放射性物質から日々発射され
る放射線の脅威を考えたとき、これらの取組みはまだまだ必要
なものです。では、前例のない過酷事故に対して私たちはどう
したらよいのでしょうか。正直、途方に暮れます。しかし、幸い私
たちには前例から学ぶべきお手本が２つあります。

１つは放射能災害に対して命と健康と暮らしを保障したチェルノ
ブイリ法です。これは、放射能災害に見舞われた人たちがひと
しく守られるべき、放射能災害に関する世界最初の人類普遍の
人権宣言です。これを参考に、日本でもそれに添うような法を
作るべきだと強く感じています。
もう１つは、「情報公開」の法律を日本各地の市民の手で制定し
た経験です。日本各地の自治体で地元市民と議員と首長が協
力して情報公開の条例を制定し、その条例制定の積み重ねの
中から1999年に情報公開法が制定されました。この経験を参
考に、チェルノブイリ法日本版を条例制定からスタートすべきだ
と強く感じています。
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市民立法「チェルノブイリ法日本版」
の困難さ

３．１１後に一層深まった市民間の「分断」
→知らずして、多くの市民が「苦悩という避難
場所」へ引きこもろうとした。
放射能を忘れたい。忘れてもっと楽しいこと、
元気になることだけを考えたい、と。
as if  「シンドラーのリスト」以前のスピルバーグ
　　　　　　　　　

◆なぜ、「分断」が進行するのか？
　単に、嫌なことから目を背けたいだけなのか
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放射能それ自体が我々を分断する
・これまで、私達の体験してきた災害、事故は五
感で理解し、防御もできた日常的世界の現象。

・これに対し、放射能は五感で理解できず、今ま
での防御が通用しない、非日常的世界の現象。
従来の災害・事故は人間的スケールの出来事と
して受け止められたのに対し、

放射能災害は人間的スケールを超えた、非日常
的、非人間的なまるでＳＦの世界。
→この理解不可能・理不尽・不条理の世界から
逃げ出したくなるのは当然。
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「人間離れ」を強調した湯川秀樹
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忘れられた「放射能の不可解さ」①

1938年、ウラン原子核の自然的崩壊の発見
　　　

湯川秀樹曰く、
ウラン原子核が崩壊して放射線が飛び出す、そ
れは信じられない程の奇妙な現象。
その奇妙さは、太陽の周りを回る地球や金星の
遊星が太陽系の外にポンと飛び出したら大変な
大騒ぎになるのと同じ位の奇妙な現象。
（著作集２「素粒子の謎」５８頁）
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忘れられた「放射能の不可解さ」②
1942年、核分裂の連鎖反応（人工的破壊）に
成功。

原子核崩壊が次々と連鎖反応が起き、莫大
なエネルギーと放射線を出す（原爆と原発の
動作原理）←これまで、生命の宿る地球上に
は存在せず、地球外でのみ存在した現象を、
先端科学技術の力業が作り出した→生命が
住む地球のスケールを超絶した特異現象。
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私たちに突きつけられた課題
放射能と原発事故が示したこと、
先端科学技術が生み出した人間的スケールを超
えた非日常的世界の出来事と、私達の側の人間
的スケールの認識、感覚との間の深い「分断」
　　　　　　　　　　↓
私達の感覚はどうしても「分断」から逃げたくなる。
しかし、それでは原発事故の現実に「適応」でき
ない。私達が子孫と共に生き延びるためには、
どうしても「分断」をつなげる必要がある。
では、どうしたら、両者をつなげることができるか。
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シュレーディンガーの猫(1935年)

非日常的、人間的スケールを超えた次元の
出来事を、生き物の生き死の問題に繋げた
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「分断」をつなげる試み①
・カズオ・イシグロ（作家）
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カズオ・イシグロの試み

「誰もまだ伝えられたことのない感情を人々
に伝える」
《物語は人を楽しませることができます。時には教訓を
与えたり、議論を提起したりできます。でも私にとって
本質的に重要なのは、感情を伝えることです。感情こ
そが境界線や溝を超え、同じ人間として共有できるも
のだからです。物語の周囲を、出版産業、映画産業、
テレビ産業、演劇産業など巨大な産業が、取り巻いて
います。しかし、物語とは結局、ある人物が別の人物
に話し掛けることだ。私の言っていることが分かるか。
あなたも同じように感じるか、ということを。》
（2017年ノーベル賞講演）
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「分断」をつなげる試み②
・坂本龍一（音楽家）

（2017年4月クローズアップ現代「分断された世界で」)
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坂本龍一の試み
「誰もまだ聞いたことのない、音楽になる前
の音を人々に伝える」
《普通、９９％の音楽というのは同期を目指す音楽、同期
してる音楽なんですよね。どうも人間の中のネイチャーと
して、そういうものがあるらしいんで、ほっとくと同期しちゃ
うんですね‥‥僕はあえて今回は、同期しない音楽とい
うのを作ってみようと思って、同期してない音楽、いわば
誰もしゃべってない言葉をしゃべるみたいなことなんです
よね。‥‥
音は同じ必然性で同じ重要性を持って、ゴーという音も
通りの音も同等の存在理由があって存在しているわけで
すね。それを、人間が勝手にこれはいいとか悪いとかを
決めている。それはやめて、一度大きく耳を開いて公平
に音を聴くほうがいい。》
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坂本龍一の試み(私見)
私たちは生活の中で生活に必要な音だけを拾っ
て、それ以外の音は無視し、耳を傾けない。
いわば色メガネと同様、色イヤホンを通して音を
聞き、音楽を聞いている。しかし、音楽になる前
の音というのがあり、そこでは全ての音が同等
の存在理由がある。それを人間が勝手に優劣を
つけているだけのこと。
これに対して、その優劣を一度チャラにして、まっ
さらな心で、公平に音と向き合い、拾い上げる。
そこから、「誰もまだ聞いていない音を聞く」体験
をする。
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彼らの試み(続き)
不思議なことは、カズオ・イシグロの「誰もま
だ伝えられたことのない感情」も、坂本龍一
の「誰もまだ聞いていない音」も、これまで
物語や音楽に関心のなかった人々の心に
届き、彼らがこれを理解し、共感したこと。
今まで物語や音楽に心を閉ざしていた人々
の心の扉をあける橋になったこと。
　　　　　　　　　　　　↑
どうしてそんな不思議なことが起きたのか？
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彼らの試み(続き２)
（私見）　　　　　　　　　　　　
物語や音楽にも２種類の物語や音楽がある。
「一般的な」物語・音楽と「普遍的な」物語・音楽。
前者はありふれた感情・音を伝えるのに対し、後
者は本質的な感情・音を伝える。
その結果、「本質的な感情・音を伝える」カズオ・
イシグロや坂本龍一の作品は、今まで、「ありふ
れた感情・音を伝える一般的な」物語や音楽にう
んざりし、心を閉ざしていた人々の心の扉をあけ
ることができた。
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「分断」をつなげる試み③
北欧のチコちゃん：１６歳のグレタ・トゥーンベリ
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グレタ・トゥーンベリの試み
「誰もまだ聞いたことのない言葉（ex. Climate 
Justice〔気候正義〕)を人々に伝える」
《もし、たった数人の子どもが学校へ行かなかっただけ
で世界中の注目を集めることができるのなら、私たち
が真に望めば力を合わせて何ができるかを想像して
みてください。しかしそのためには、それがどんなに不
快なことであっても、はっきりと発言しなければなりま
せん。

あなた方はが環境に優しい恒久的な経済成長のこと
しか語らないのはただの人気取りだ。非常ブレーキを
かけることだけが唯一の理にかなった対策なのに、
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グレタ・トゥーンベリの試み(続き)
あなた方は私たちを混乱に陥れた、あの悪いアイ
デア（環境に優しい恒久的な経済成長）を推進する
ことしか口にしません。
それは大人げない発言です。そして、その重荷をあ
なた方は私たち子どもに負わせているのです。でも
私は人気取りのことは考えません。私は気候の正
義と生きている惑星のことを考えます。》
（2018年12月ＣＯＰ２４の演説）
彼女がやったことは、正義を再定義し、そこから新
たな行動を引き出したこと。
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（再び）私たちに突きつけられた課題
放射能と原発事故が示したこと、
先端科学技術が生み出した人間的スケールを超
えた非日常的世界の出来事と、私達の側の人間
的スケールの認識、感覚との間の深い「分断」
　　　　　　　　　　↓
私達の感覚はどうしても「分断」から逃げたくなる。
しかし、それでは原発事故の現実に「適応」でき
ない。私達が子孫と共に生き延びるためには、っ
どうしても「分断」をつなげる必要がある。
では、どうしたら、両者をつなげることができるか。
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２つの世界の「分断」
一方：私達の、人間的スケールの日常生活の世界

未来しかない孫と遊ぶ（2018年正月）
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２つの世界の「分断」
他方：人間的スケールを超えた、非日常的世界

「核分裂の連鎖反応」
（北陸電力ＨＰから）
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「分断」をつなげる試み④
「誰もまだ聞いたことのない認識—放射能を
体感する--を人々に伝える」

放射能と同じスケールで、放射能の振る舞い
を体感できたとしたら、それはどのようなもの
だろうか？
（絶滅した人類に見ることができない）核戦争
後の世界を、あたかも一人だけ生き残って、
見届けたかのような認識を伝えようとしたのが、

ＮＨＫ特集「核戦争後の地球」(1984年)
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ＮＨＫ特集「核戦争後の地球」(1984年)
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「分断」をつなげる試み④（続き）

放射能による人体の損傷（電離作用）

これを、放射能と同じスケールで体感で
きるように試みたら、どのようなものに
なるだろうか。

? 電離作用一般論(落合栄一郎さん作成)

? 　　〃　　具体論(矢ヶ崎克馬さん計算)
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「分断」をつなげる試み④（続き２）
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「分断」をつなげる試み④（続き３）
年間１ミリシーベルトとは何か？
セシウム１３７→年間で約６００億本、毎秒で約１
万本の放射線を１年間継続して浴びること。
１ミリシーベルトをエネルギーに換算
→　１ｍＳｖ＝１ｍＧｙ＝１ｍＪ／ｋｇ
６０ｋｇの人→１ｍＳｖは６０ｍＪのエネルギー。
ジュールを電子ボルトに換算
→　６０ｍＪ＝６０／１．６０２×１０－１０ＭｅＶ
１本のベータ線、ガンマ線のエネルギー
→　０．５１２ＭｅＶと０．６６１７ＭｅＶ。
１ｍＳのエネルギーはベータ線とガンマ線のエネルギーの合計
の何セット分に相当するかは以下の計算式。
６０／１．６０２×１０－１０　÷（０．５１２＋０．６６１７）＝３．１９‥
×１０１１　　　
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「分断」をつなげる試み④（続き４）
１本の放射線が引き起こす電離の数①
アルファ線はおよそ１０万個。
１本の放射線の電離の数は、放射線のエネルギーを１
個の電離に必要な平均電離エネルギーで割れば求め
られる。
アルファ線：ウランのアルファ線のエネルギー４ＭｅＶ
（＝４×１０6ｅＶ）を平均電離エネルギー４０ｅＶで割れば
求まる。
４×１０６÷４０＝１００，０００
　　　　　　　　　　　　↓
内部被ばくにおいて、
アルファ線は身体中で４０μｍ程度で止まるが、その間
におよそ１０万個の電離＝人体の損傷を行う。
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「分断」をつなげる試み④（続き５）
１本の放射線が引き起こす電離の数②

ベータ線は最大２万５０００個。

ベータ線のエネルギーは一定ではないので、今、最大
値１ＭｅＶについて計算する

→その計算方法：１ＭｅＶ（＝１×１０６ｅＶ）を平均電離エ
ネルギー４０ｅＶで割れば求まる。

１×１０６÷４０＝２５，０００
　　　　　　　　　　　　↓

内部被ばくにおいて、
ベータ線は身体中で約５ｍｍで止まるが、その間に最
大で２万５０００個の電離＝人体の損傷を行う。　　　
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「分断」をつなげる試み④（続き６）
遺伝子（ＤＮＡ）の損傷の数

遺伝子が細胞内で占める割合：重量比で０．３％。

人体の全細胞に１本のベータ線による２万５０００万個の
電離が発生と仮定→人体の全遺伝子に発生する電離の
数は２万５０００×０．００３＝７５個。

つまりセシウム１３７のベータ線で年間１ミリシーベルト浴
びた場合、人体は年間で３０００億本のベータ線を浴びる

→年間３０００億本のベータ線で人体の全ての遺伝子に
発生する電離の数は、

７５×３０００億＝２２兆５０００億個に達する。
これが年間１ミリシーベルトで遺伝子(DNA)の損傷数　
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(山下俊一語録。２０１１年３月２１日福島市講演)
１ミリシーベルトの放射線を浴びると皆様方の細胞の
遺伝子の１個に傷が付きます。簡単！100ミリシーベ
ルト浴びると100個傷が付きます。これもわかる。じゃ
あ、浴びた線量に応じて傷が増える。これもわかる、
みんな一様に遺伝子に傷が付きます。しかし、我々
は生きてます。生きてる細胞はその遺伝子の傷を治
します。
いいですか。１ミリシーベルト浴びた。でも翌日は治っ
てる。これが人間の身体です‥‥事実は１ミリシーベ
ルト浴びると１個の遺伝子に傷が 付く、100ミリシー
ベルト浴びると100個付く。１回にですよ。じゃあ、今問
題になっている10マイクロシーベルト、50マイクロシー
ベルトという値は、実は傷が付いたか付かないかわ
からん。付かんのです。ここがミソです。



126



127

「分断」をつなげる試み⑤
「誰もまだ聞いたことのない認識—滅多に起き
ないことが私達の生を支えている--を人々に
伝える」
こう思う人がいるかもしれない、原発事故は滅多に
起こらないことがたまたま起きた。私たちの普段の日
常生活にとって極めて稀な出来事。だから、そんな
滅多に起きないことなら無視しても構わない、と。
しかし、滅多に起こらないことがたまたま起きて、そ
の偶然の出来事が今の私たちが生きてられること、
今の私たちの生活があることにつながっている、そ
の偶然の出来事に今の私たちの生存と生活が根底
から支えられている。
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「分断」をつなげる試み⑤（続き）
なぜなら、無生物の地球に生命がもたらされたのは、
地球と太陽との間隔が生命誕生にとって好都合の微
妙な距離だったから。もし、もうちょっと遠かったり近
かったりしたら、地球上に生命は誕生しなかったかも
しれない。こんな出来事は滅多に起きない。
人類に人権がもたらされたのも、新大陸諸国が欧州
から独立する中で、ひとり米国が独立運動において
並みはずれて精力的に人権を主張したからで、他の
諸国の独立と対比しても、滅多にない出来事。
滅多に起きることのない、これらの現象がたまたま発
生したおかげで、私たちの今日の生存と生活の基盤
がもたらされた。
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「分断」をつなげる試み⑤（続き２）
私たちの今の生存と生活の恩恵は、過去の歴史の
中で滅多に起きない確率の極めて低い出来事の出
現によりもたらされたものの上に築かれている。
そうだとしたら、この現象は恩恵にとどまらず、破壊
の局面においても、恩恵と同様のことが起きるだろう。
つまり、今ある私たちの生活も、今後の歴史の中で
滅多に起きない確率の極めて低い出来事の出現に
よりもたらされたものによって砕かれ、破壊される可
能性が高い。
その筆頭が先端科学技術の力業が可能にした核兵
器使用と原発事故。
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「分断」をつなげる試み⑤（続き３）
１９６２年キューバ危機。人類が核戦争による人類絶
滅に最も近づいた瞬間。この危機を回避できたのは当
事者の理性、叡智ではなかった。ひとえにただ運が良
かっただけ（映画「マクナマラ元米国防長官の告白」）
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「分断」をつなげる試み（続き４）
2011年3月14日夜、福一２号機の危機。注水できなくなっ
た２号機がメルトダウンし核燃料全部が放出され、東日本
壊滅に最も近づいた瞬間。この危機を回避できたのは所
長ら現場スタッフの理性、叡智ではなかった。運良くたまた
ま注水が再開できたため。
《私は本当にここだけは一番思い出したくないところです・・
ここで本当に死んだと思ったんです。２号機はこのまま水
が入らないでメルトして、完全に格納容器の圧力をぶち破っ
て燃料が全部出ていってしまい、そうすると、その分の放
射能が全部外にまき散らされる。最悪の事故ですから。
チェルノブイリ級ではなくて、チャイナシンドロームではない
ですけれども、ああいう状況になってしまう。・・・放射性物
質が全部出て、まき散らしてしまうわけですから、我々のイ
メ－ジは東日本壊滅ですよ》（2011年８月９日吉田調書５２頁）。
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「分断」をつなげる試み（続き５）
これまで、破壊の局面において、私たちの生存が首
の皮一枚で保たれてきたのは、人間の理性のおか
げというより、滅多に起きない確率の極めて低い出
来事がたまたま起きたから。だとしたら、破壊の局面
においてこんな幸運は連続して起きない、破壊に至
る可能性が高いと考えるのが現実的。
歴史は、日常生活で滅多に起きない出来事が私た
ちの生存と生活を左右してきたことを教える。
先端科学技術の力業が可能にした破滅的な核兵器
使用、原発事故、バイオ事故等に対し、これが発生
する確率は極めて低い滅多に起きない出来事だとし
て、これを軽視し、忘れ去るとしたら、いずれ取り返し
のつかない痛恨事となるのは確実である。
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最後に（まつもと子ども留学の子ども）
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昨年３月、寮のスタッフの言葉
落ち込んでもへこたれてもいい。
そこから立ち直る力を身につけたんだから。
私たちも、
一度目は福一原発事故に打ちのめされ、
二度目は日本政府の事実の書き換え、基準
の書き換え、ルールの書き換えに打ちのめさ
れてきた。
今、必要なのは、そこから立ち直る力。
それを一緒に見つけ、育てていきたい。
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福島からの避難者の言葉

◆「育てる会」昨年3月18日の結
成集会に参加した長谷川克巳さ
ん
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終わり

ご清聴、ありがとうございました。


